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背景と目的 

本ミッションメンバーは全員 1 年生であり映像制作が初めてであり、映像制作に関する知識や技

術をもっていなかった。そこでどのようなものかイメージしやすく、音声が曲だけでいいため比較

的作りやすいミュージックビデオを作成することに決めた。これを通して、基本的な撮影・編集技

術を習得すること、制作のスケジュール管理能力を向上させること、演者や撮影場所のアポイント

メントの取り方を学ぶことが目的である。事前にスケジュールを立て計画通りにミュージックビデ

オを完成させる、グループ活動を通して協調性を養うことを目標としている。 

 

1. 活動内容 

メンバーは一年生で構成しており、上級生による基本的な作業の指導を受けながらミュージック

ビデオ制作をした。前期にあらかじめ映像制作に必要な簡単な知識や機材の使い方など上級生から

の講習を行った。 

 

《企画》 

2~3 人の班に分かれて、企画、撮影、編集を経て作品を製作した。まず、グループメンバーで制作

したいミュージックビデオをイメージし共有するところからミュージックビデオ制作が始まった。

事前に勉強しておいた内容と共有した内容を基に絵コンテを作成した。絵コンテを作成する過程の

なかで、グループメンバーのイメージがそれぞれで微妙に違うところが発見した。ミーティングを

重ねて互いの意見をとりいれるような最善の形を模索、協力して企画の段階を終えることが出来た。 



 【作成した絵コンテの一部】 

 

《撮影》 

次は撮影の段階に入った。作品への出演を依頼するところから始まった。その後撮影場所の確保

だが、撮影申請に手間取り、当初立てていたスケジュールを計画通りに進行するのは難しく遅れが

生じた。また撮影場所を確保してから、プロジェクトメンバーと出演者のスケジュール調整に時間

がかかり撮影に至るまでの過程が難航していた。今後スケジュールを立てる際に今回の体験を参考

にして余裕をもったスケジュールを立てる必要性を感じた。撮影では上級生に操作方法を教えても

らい、撮影回数を重ねるごとにどうすべきか分かるようになり、スムーズに進行できた。 

 

《編集》 

最後に編集を行った。編集には Adobe Premiere Pro ソフトを用いて、エフェクトや色調補正をし

た。上回生に基本的な操作や分からないところがあれば質問し、教えてもらった。 



 【編集作業風景】 

 

2. 活動の成果や学んだこと 

個々では、カメラや編集ソフトの使い方、画角や被写体の位置などの変化で映像がもたらす印象の違い

を学んだ。その知識を使って具体的に作りたい映像のイメージをもつことが出来た。 

グループに分かれ、最終的に２グループでそれぞれ１つずつミュージックビデオを完成させた。グルー

プでは歌詞の考察から作成する映像のイメージをしっかりと共有し、同じ完成イメージをもつことが大

切であることを学んだ。また、グループの予定調整がうまくいかず演者や撮影場所へのアポイントメン

トを取ることに時間がかかったため、具体的な予定を長期的に立てる必要があることを学んだ。 

 

3. 今後の展開 

 今回の問題点はスケジュールの立て方である。今後は発見したスケジュールを作る際に考慮すべ

き点を頭に入れてスケジュールを立てるべきである。しかし、スケジュール調整に苦労し遅れが生

じたが、今年度中に終えることが出来た。多くの目標も達成できた部分は良かった。今回の活動で

は映像制作を始めたばかりの一年生が上級生の知識に頼って制作していた。来年からは教えてもら

う立場ではなく、教える立場に変わる。そのため、各々の映像制作についての知識向上は欠かせな

いものであり、日頃から勉強が必要である。また、今回の作品はプロジェクト内での発表・共有で終

わったが、今後はコンテストに出品したり、動画サイトにアップしたりなど外部に向けて制作し経

験を積みたいと考えている。 

 

4. まとめ 

 初めてこのプロジェクトのミッションに参加し、グループが理想とする作品に近づける難しさを

実感しました。当初予定していたスケジュールに遅れが出てしまったことや映像制作についての勉

強が不十分であったことの課題を次のミッションで改善し、余裕をもって自主的に制作に取り組み

たいと考えています。想像通りにはいきませんでしたが、初めて映像制作活動に関われたことに喜

びを感じました。さらに活動の場を広げて様々な経験を積んでいきたいです。 


